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著 書
１ ＊荒木 尚，有吉孝一：交通外傷．日本小児救急医学会教育研修委員会編 ケースシナリオに学ぶ小

児救急のストラテジー ３２‐３４，へるす出版．東京 ２００９．

２ 有吉孝一：中毒．フローチャート小児救急 １０８‐１１３，総合医学社．東京 ２００９．

３ 有吉孝一：気胸．小児救急アトラス ２１１‐２１２，西村書店．東京 ２００９．

４ 有吉孝一：マイナー外傷．神戸 ER型救急マニュアル １８２‐１８５，メディカ出版．大阪 ２００９．

５ 有吉孝一：医学教育．楽楽研修術－即戦・臨床力を高める名言・迷言・記憶術 １３‐１５，三輪出版．

東京 ２００９．

６ 有吉孝一：救急．楽楽研修術－即戦・臨床力を高める名言・迷言・記憶術 ５５‐５７，三輪出版．東

京 ２００９．

７ 有吉孝一：喀血．ER救急診療オンコール ３７‐４０，丸善．東京 ２００９．

８ 有吉孝一：攻撃的な患者．ER救急診療オンコール ６９‐７２，丸善．東京 ２００９．

９ 有吉孝一：高体温．ER救急診療オンコール ８１‐８５，丸善．東京 ２００９．

１０ 有吉孝一：出血性ショック．ER救急診療オンコール １１６‐１２０，丸善．東京 ２００９．

１１ 有吉孝一：低血圧．ER救急診療オンコール １７３‐１７５，丸善．東京 ２００９．

１２ 有吉孝一：低体温．ER救急診療オンコール １７６‐１７９，丸善．東京 ２００９．

１３ 有吉孝一：熱傷，溺水．日本小児救急医学会教育研修委員会編 ケースシナリオに学ぶ小児救急の

ストラテジー．２７２‐２７９，へるす出版．東京 ２００９．

１４ 有吉孝一，植田育也：心肺蘇生．日本小児救急医学会教育研修委員会編 ケースシナリオに学ぶ小

児救急のストラテジー．２１‐２５，へるす出版．東京 ２００９．

１５ 瀧 健治：重症救急患者管理 A．循環管理．日本救急医学会編：標準救急医学 ２４３‐２５２，医学

書院．東京 ２００９．

１６ 鶴和幹浩：劇症肝炎．感染症診療 Q&A 救急・集中治療 vol２１：No．５／６，２００９，総合医学社．

東京 ２００９．
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３ ○永沢善三，中島由佳理，於保 恵，草場耕二，有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治：各種細菌の代謝お

よび発育能に対する炭酸脱水酵素阻害剤の影響．日炭脱研誌 １：（５），５５‐５９．２００９．
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総 説
１ 中島厚士，瀧 健治：肺空気塞栓症．呼吸 ２８：（４），４０６‐４１０．２００９．

２ 富永隆子，瀧 健治，奥村 徹：薬物中毒・農薬中毒：病態別の気道確保の実際．救急医学 ３３：

（１），８３‐８６．２００９．

学会発表
国際規模の学会

１ Taki K, Nagasawa Z: Carbonic anhydrase inhibitor, acetazolamide, can change metabolism and growth of

bacteria. Experimental Biology 2009. 2009, 4, 21. FASEB J.

国内全国規模の学会

１ 有吉孝一，本村友一，奥村 徹，瀧 健治，高祖健一：佐賀における野焼き災害の検討．第１４回日

本集団災害医学会総会．２００９，２，１３．日本集団災害医学会誌 １３：３，４０２．

２ 有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治：OJTコースとは何か？有．第１２回日本臨床救急医学会総会．２００９，

６，１１．日本臨床救急医学会雑誌 １２：２，２２８．

３ 有吉孝一，瀧 健治：日本におけるまむし咬傷治療－まむし咬傷全国調査より．第３８回日本救急医

学会総会．２００９，１０，３０．日本救急医学会雑誌 ２０：８，５８１．

４ 有吉孝一，瀧 健治：救命救急センターを受診した自殺症例の検討．第３８回日本救急医学会総会．

２００９，１０，３１．日本救急医学会雑誌 ２０：８，６５６．

５ 有吉孝一，植田育也：小児救急医療とMC体制（パネルディスカッション座長）．第２３回日本小児

救急医学会総会．２００９，６，２０．日本小児救急医学会雑誌 ８：２，７６．

６ ○人見知洋，有吉孝一，辻 功介，飯盛智子，濱崎雄平：小児救急医療とMC体制小児MCの現状

と問題点．第２３回日本小児救急医学会総会 パネルディスカッション３．２００９，６，２０．日本小児

救急医学会雑誌 ８：２，１６０．

７ 楠葉洋子，有吉孝一，瀧 健治：一酸化炭素中毒の全国調査から．第６回日本臨床高気圧酸素・潜

水医学会．２００９，６，２０．日本臨床高気圧酸素・潜水医学会雑誌 ６：２，９１．

８ 本村友一：DMATの可能性．第１４回日本集団災害医学会．２００９，２，１４．日本集団災害学会雑誌．

９ 本村友一：当救急センターにおける外傷性脾損傷の検討．第１２回日本臨床救急医学会総会．２００９，

６，１１．日本臨床救急医学会雑誌 １２：２，２２８．

１０ ＊本村友一，有吉孝一，則尾弘文：災害時の蘇生対応（シンポジウム）．日本蘇生学会第２８回大会．２００９，

１１，７．蘇生 ２８：３，１６０．

１１ ＊堺 淳，吉田彰彦，瀧 健治：全国調査による２００７年におけるマムシ咬症発生件数の推定．第３１

回日本中毒学会総会．２００９，７，２４．日本中毒学会プログラム抄録集．

１２ 瀧 健治，楠葉洋子，中島厚士，鶴和幹浩，伊藤栄近，有吉孝一，中島正一：全国調査から一酸化

炭素中毒の治療について．第３１回日本中毒学会総会学術集会．２００９，７，２５．日本中毒学会プログ

ラム抄録集 ７９．

１３ 富永隆子，有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治：結婚式場における一酸化炭素中毒集団発生．第１４回日

本集団災害医学会総会．２００９，２，１３．日本集団災害学会雑誌 １３：３，３４４．

１４ ＊富永隆子，八幡真由子，則尾弘文，郡山一明，明石真言：初期対応のための緊急被ばく医療標準カ

ルテ作成の試み．第３７回日本救急医学会総会．２００９，１０，２９‐３１．日本救急医学会雑誌 ２０：８，

６５３．



１５ 辻 功介，人見知洋，有吉孝一，飯盛智子，瀧 健治，奥村 徹，濱崎雄平：Beamsley Blaster法

により除去した鼻腔内異物の６小児例．第２３回日本小児救急医学会総会．２００９，６，１９．日本小児

救急医学会雑誌 ８：２，１９７．

１６ 鶴和美穂，鶴和幹浩，有吉孝一，瀧 健治，鍛冶有登：小児救急医療現場の現状－地方と都会との

比較検討－．第３７回日本救急医学会総会．２００９，１０，２９．日本救急医学会雑誌 ２０：８，５２８．

１７ 鶴和幹浩：大阪医療センターにおける「寺子屋」の試み．第１回日本医療教授システム学会．２００９，

２，２０‐２１．

１８ 鶴和幹浩：ICLSコース受講後の知識と技術の維持．第１回日本医療教授システム学会．２００９，

２，２０‐２１．

１９ 鶴和幹浩：ERでの卒後研修．第４１回医学教育学会．２００９，７，２４‐２５．

２０ 鶴和幹浩，有吉孝一，鶴和美穂，瀧 健治：救急の悪口を書いて１００万円！．第３７回日本救急医学

会総会．２００９，１０，３０．日本救急医学会雑誌 ２０：８，５６６．

２１ 鶴和幹浩，鶴和美穂，有吉孝一，瀧 健治：北米型 ERに対して日本型 ERとは何か？佐賀大学 ER

の例．第３７回日本救急医学会総会．２００９，１０，２９．日本救急医学会雑誌 ２０：８，４５１．

２２ 八幡真由子，本村友一，鶴和幹浩，富永隆子，瀧 健治：心肺停止後約１時間で PCPSを導入し良

好な経過をたどった１症例．第３７回日本救急医学会総会．２００９，１０，３０．日本救急医学会雑誌

２０：８，５９０．

地方規模の学会

１ ＊日比野英利，中島正一，瀧 健治：フルニエ症候群の治療経験－高気圧酸素療法の併用－．第１９回

日本集中治療医学会九州地方会．２００９，７，４．第１９回日本集中治療医学会九州地方会抄録集．

２ ＊岩村高志，平原健司，八幡真由子，本村あゆみ，本村友一，富永隆子，中島厚士，辻 功介，伊藤

栄近，人見知洋，有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治：佐賀大学病院におけるウツタイン様式に準じた

院外心停止症例の検討．第１３回日本救急医学会九州地方会．２００９，５，２３．第１３回日本救急医学会

九州地方会抄録集．

３ ＊岩村高志，平原健司，八幡真由子，本村あゆみ，本村友一，富永隆子，鶴和幹浩，中島厚士，辻

功介，伊藤栄近，人見知洋，則尾弘文，有吉孝一，奥村 徹，瀧 健治：蒸散冷却法にて低体温療

法を導入しつつ転院搬送を行い救命し得た院外心停止の一例．第１３回日本救急医学会九州地方会．

２００９，５，２３．第１３回日本救急医学会九州地方会抄録集．

４ 楠葉洋子，瀧 健治，有吉孝一，平原健司，中島正一：CO中毒に HBOTは有効か？－全国調査か

ら－．第１０回九州高気圧環境医学会．２００９，７，２５．第１０回九州高気圧環境医学会抄録集 ２２．

５ 本村友一：佐賀県災害医療従事者研修での emergo training．第１３回日本救急医学会九州地方会．

２００９，５，２３．第１３回日本救急医学会九州地方会抄録集．

６ ＊中島正一，日比野英利，瀧 健治：外陰部フルニエ症候群への HBOT治療経験．第１０回九州高気

圧環境医学会．２００９，７，２５．第１０回九州高気圧環境医学会抄録集 １８．

７ 瀧 健治：地域災害に対する地域 DMATの整備と役割：佐賀県の準備状況－災害時の標準化教育

－．第１３回日本救急医学会九州地方会（シンポジウム）．２００９，５，２３．第１３回日本救急医学会九

州地方会抄録集．

８ 瀧 健治，有吉孝一，則尾弘文，辻 功介，伊藤栄近，鶴和幹浩，中島厚士，富永隆子，鶴和美穂：

フルニエ症候群の治療経験－高気圧酸素療法の併用－．第３２回佐賀救急医学会．２００９，９，１２．第



３２回佐賀救急医学会抄録集 ２８．

その他の学会

１ 有吉孝一，瀧健治：日本における毒蛇咬傷治療－「まむし咬傷」全国調査より．第３５回アルカロイ

ド研究会ワークショップ 生物毒・蛇毒を科学する．２００９，６，２７．日本アルカロイド研究会雑誌．

２ 瀧 健治：救急医療からの終末期医療．終末期医療シンポジウム．２００９，１０，５．


